2 :Un peu, beaucoup, passionnement...pas du tout

TEXTE2

De l’amour et de la vie

La Rochefoucauld　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳：土居 宏之
愛情というものは我々の人生の一つの像である。どちらも同じような変転や変化を免れえない。それらの若々しさには（それらが新しさを保つ間は？）喜びや希望が満ちている。人々は愛することに幸福を感じるように、自分が若いということに幸せを感じるものだ。とても快いその状態は、我々に別の幸福を求めさせる。そして、我々はより確固たる幸福を求める。人々は生存することに満足をせず、進歩発展することを望み、その財産の拡充と保障の為の手管に心奪われるのだ（熱をいれるのだ）。人々は大臣連の庇護を求め、彼らに有用な存在になろうとする。（彼らの利益にとって有用な存在になろうとする）。人々は自らの要求するものを、（他の）誰かが求めることに耐え得ない。その競争心は無数の気配り（心配？）や心痛（骨折り？）に満ちており、しかし、それらは、自分が安定した（地位についた）とみなす喜びによって掻き消えてしまうのだ。全ての情熱は、その時満たされており、人々は幸福でなくなるかもしれない（自分が幸福であることを終えるかもしれない）などとは予期し得ないのである。
その幸福はしかしながら、めったに長続きするものではなく、そして真新しさの魅力を保持できないものなのだ。望んでいたものを手にしたにも関わらず、我々は、それでもまだ願うことを止めない。我々は自己の所有に帰したもの全てに慣れてしまう（当然視してしまう）。同じような幸福では、その価値は、今までと変わらないようには保持されないし、それらはいつも同じようには我々の意欲を掻き立てないのである。我々は自己の変化に気づくことなく、僅かに変わっていくものなのだ。我々が手に入れたものは、自身の一部となり、私たちは、喪失の思いに打ちひしがれる。しかし、我々はもはや、それ（le=les meme biens）を保ち続ける喜びには心を動かされないのだ。喜びはもう、生き生きとした溌剌さを失い、人々はあれほど望んでいたもの以外の内に喜びを見出そうとする。
その意図せざる移り気は、時間のもたらす作用であり、その時間の作用というものは、我々の意に反して、我々の人生に対してもそうであるように、愛情を磨り減らしていくのである。それは、人生や愛における若々しさや快活さのある一定の外観を、僅かずつではあるが日々消し去っていき、また、人生や愛の本来の魅力を壊してもいくのである。人々はまじめくさった態度をとるようになり、仕事と情熱を結びつける（仕事に情熱を注ぐようになる）。恋愛はそれ自身として存在せず、外部の助けを借りることになるのだ。この恋愛の状態は人生の下り坂と同じことである（を表す）。そこで人々は自己の人生の終焉地点を見るようになる（？）。しかし、我々は自ら決着をつける（生を終える？）気力は持ち合わせない。そして、愛情が衰微していくなかで、生の終わりにおけるように（？）、その後経験するだろう嫌悪感を、覚悟を決めて未然に防ぐことは誰にもできない。人々は労苦を味わう為には生きこそすれ、もはや喜びの為に生きるのではないのだ。嫉妬、不信、相手を退屈させる恐れ、相手に去られてしまう恐れ、それらは、人生があまりに長く続いたことに結びついた病気（？）と同様に、愛情の老衰に結びついた心痛である。我々は、もう、自らが病気であると感じることでしか、生き生きとした感覚を抱けないのだ。そして、我々は、愛情のもたらす痛み全てを感じることで初めて、恋をしていると感じるのだ。人々は、自己がずっと（相手に）愛着を抱いているその様子に対して感じるいまいましさと腹立ちによってしか、あまりに長く続く愛着の惰情から脱け出ることができない。結局、あらゆる衰微の中で、愛情のそれが、最も耐え難いのである。
